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多種類農機の直進補助、自動操縦に対応
簡単にスマート農業が始められます！

太陽光を農業生産と発電で共有し
農業経営をサポートします！

豊岡市中陰318-3
Tel 0796-22-2131（代）
Fax 0796-24-3987
お気軽にご相談ください♪

特別価格
88万円（税込）
取付費別

スマート操縦システム　ソーラーシェアリング

⑴
農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連
携

支
援
に
つ
い
て

　
　
農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
及
び
解
消
の
た
め
、

区
・
農
会
・
営
農
組
合
等
の
協
力

を
得
て
、
担
い
手
へ
の
利
用
集
積

な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

市
は
、
県
・
国
・
農
地
中
間
管
理

機
構
の
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
連

携
支
援
を
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
た

い
。

⑵
発
生
防
止
及
び
解
消
に
向
け
た
具

体
的
な
支
援
に
つ
い
て

　
　
遊
休
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

転
作
作
物
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
の
活

用
提
案
を
行
う
な
ど
幅
広
い
支
援

を
進
め
ら
れ
た
い
。

ア　

近
年
、
遊
休
農
地
予
備
軍
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
区
・
農

会
が
地
域
で
守
る
べ
き
農
地
を
決

め
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
を
活
用
す
る
な
ど

幅
広
い
指
導
を
さ
れ
た
い
。

イ　

大
型
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、

水
田
の
大
型
化
や
農
道
拡
幅
、
水

路
改
修
等
、
地
域
で
行
う
基
盤
整

備
に
つ
い
て
、
市
・
県
が
一
体
と

な
っ
て
よ
り
一
層
の
指
導
を
さ
れ

た
い
。

ウ　

中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
者

が
地
域
の
担
い
手
と
な
り
農
地
を

守
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
個
人
で

対
応
で
き
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い

て
、
地
区
組
織
で
取
り
組
め
る
よ

う
指
導
と
支
援
の
充
実
を
さ
れ
た

い
。

⑶
遊
休
農
地
の
特
定
利
用
に
お
け
る

農
振
農
用
地
除
外
に
つ
い
て

ア　

す
で
に
遊
休
農
地
と
な
っ
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
守
る

べ
き
農
地
と
そ
う
で
な
い
農
地
を

地
域
で
話
し
合
い
の
上
で
合
意
形

成
を
図
り
整
理
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
守
る
べ
き

農
地
で
な
い
と
判
断
し
た
農
地
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
と
し
て
発
電
設
備
の
設
置
を
計

画
す
る
場
合
は
、
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
変
更
し
、
該
当
農
地

を
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
要

件
見
直
し
に
つ
い
て
県
・
国
に
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。

イ　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総

合
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
や
経

済
活
動
に
お
け
る
土
地
利
用
の
需

要
の
高
ま
り
に
対
応
し
た
農
地
の

有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
適
正
周

期
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

⑴
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援
に
つ

い
て

ア　

農
業
ス
ク
ー
ル
は
、
農
業
の

担
い
手
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
同
制
度
を
今
後
も
継
続
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
新
規
就
農

業
者
を
増
や
す
た
め
に
本
制
度
の

周
知
・
浸
透
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
女
性
活
躍
社
会
の
実
現

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
増
加
に

伴
い
、
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
た
募

集
要
件
の
見
直
し
を
検
討
さ
れ
た

い
。

イ　

認
定
新
規
就
農
者
（
原
則
45

歳
未
満
）
及
び
農
業
ス
ク
ー
ル
卒

業
生
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、

「
豊
岡
市
若
手
農
家
支
援
事
業
」

等
の
施
設
・
機
械
の
初
期
投
資
に

係
る
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、
若
手
農
業
者
の
事
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

技
術
指
導
も
含
め
た
継
続
し
た
支

援
を
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
た
い
。

⑵
集
落
営
農
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

ア　

集
落
営
農
の
構
成
員
は
年
々
高

齢
化
し
て
お
り
、
後
継
者
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、

県
・
国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
・

Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
、
集
落
営

農
が
持
続
す
る
よ
う
、
長
期
に
わ

た
る
育
成
・
支
援
制
度
を
確
立
さ

れ
た
い
。

イ　

集
落
営
農
は
地
域
農
業
の
主

要
な
担
い
手
で
あ
る
が
、
農
産
物

価
格
の
低
迷
や
人
的
資
源
の
不

足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
集
落
営
農
の
安
定
経
営
の
た

め
、
労
働
力
軽
減
や
農
業
技
術
の

継
承
に
寄
与
す
る
省
力
化
機
械
の

導
入
や
既
存
機
械
更
新
時
の
支
援

制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

へ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
区
・
農
会
等
に
よ

る
話
し
合
い
に
基
づ
く
プ
ラ
ン
の

実
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
市
は

農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・
農
会

と
の
連
携
を
深
め
る
施
策
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

⑵
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の

推
進
に
つ
い
て

ア　

共
同
活
動
に
つ
い
て

　
　

交
付
金
申
請
事
務
の
簡
素
化
に

つ
い
て
、
県
・
国
に
引
き
続
き
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
全
地

域
が
取
り
組
め
る
よ
う
、
制
度
の

周
知
徹
底
に
努
め
一
層
の
推
進
を

図
ら
れ
た
い
。

イ　

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
の
推
進

に
つ
い
て

　
　

農
業
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に

つ
い
て
積
極
的
な
指
導
・
支
援
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
制
度
改
正

に
よ
り
希
望
す
る
事
業
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
制
限
の
緩

和
に
つ
い
て
、
県
・
国
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

⑶
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
村
を
活

性
化
す
る
支
援
に
つ
い
て

ア　

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　
　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
が

い
な
い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、

今
後
、
地
域
に
お
け
る
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
農
業
者
と
し
て
、
「
定
年
帰
農

者
」
や
農
業
と
他
の
仕
事
“
Ｘ
”

を
組
み
合
わ
せ
た
「
半
農
半
Ｘ
」

な
ど
多
様
な
形
態
で
新
規
就
農
を

促
す
た
め
の
支
援
を
検
討
さ
れ
た

い
。

イ　

農
業
者
以
外
と
共
同
し
て
進
め

る
施
策

　
　

農
産
物
を
生
産
・
加
工
す
る
企

業
や
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
、
イ
ノ
シ

シ
を
食
品
加
工
す
る
企
業
を
募
集

す
る
な
ど
、
農
業
者
と
と
も
に
地

元
の
農
業
を
活
性
化
す
る
施
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
被
害
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

ア　
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防
止

対
策
と
し
て
、
電
気
柵
・
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
防
護
柵
が
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
は
、
強

度
を
上
げ
た
規
格
の
場
合
、
経
費

が
高
額
に
な
る
た
め
、
事
業
費
の

補
助
を
半
額
以
上
に
拡
大
す
る
こ

と
に
併
せ
、
補
助
事
業
採
択
枠
の

拡
大
な
ど
支
援
を
よ
り
一
層
充
実

さ
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
の
み
な
ら

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び

解
消

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営
農

の
育
成
と
支
援

4 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対

策
の
強
化

３ 

地
域
を
支
え
る
農
政

　
令
和
4
年
度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
10
月
８
日
、
大
原

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
５
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、
意
見

書
の
趣
旨
を
説
明
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

市長と大原会長、役員

　

ず
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
習
得
や
最
新
の
情
報
を
入
手

す
る
た
め
、
毎
年
、
ソ
フ
ト
面
の
強
化
に

繋
が
る
研
修
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
検
討

さ
れ
た
い
。

イ　

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
整
備
す
る
補
助

事
業
に
つ
い
て
、
採
択
件
数
を
増
や
す
よ

う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

ウ　

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
の
み
な

ら
ず
、
家
屋
な
ど
の
損
傷
が
非
常
に
深
刻

で
す
。
既
存
の
サ
ル
被
害
対
策
補
助
制
度

に
加
え
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
サ
ル
の
捕
獲
に
係
る
保
護
政
策

を
見
直
す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら

れ
た
い
。

⑵
個
体
数
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

　
　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
水
稲
な
ど
農
作

物
だ
け
で
な
く
、
畦
畔
、
農
道
な
ど
に
も

被
害
が
及
び
、
場
所
に
よ
っ
て
は
修
復
す

る
事
が
非
常
に
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

仮
に
修
復
し
た
と
し
て
も
、
再
度
被
害
に

あ
う
な
ど
現
状
は
深
刻
で
す
。
被
害
を
軽

減
す
る
に
は
、
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
事

が
最
大
の
有
効
施
策
と
考
え
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
狩
猟
者
の
増
加
を
図
る
た
め

の
支
援
と
と
も
に
、
狩
猟
条
件
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
県
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た

い
。

⑴
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
認
証
に
か
か
る
手

続
き
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
広
報
を
強

化
し
、
農
業
者
に
よ
る
認
証
取
得
に
よ
り
、

5 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
及
び

地
産
地
消
と
食
農
教
育


